
 
今年度の町防災訓練は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、各集会所等での避難訓練等は実施し

ません。 

しかしながら、近年大規模な災害が全国各地で発生しており、日ごろからの備えが町民みなさんの命を守るため

には重要です。 

町では、９月４日（日）午前７時から、町職員を主体とした情報伝達、災害対応活動の訓練を実施します。 

みなさんも、広報８月号の防災特集とこの資料を参考にしていただき、各家庭や地域で防災（自助・共助）につ

いて話し合ってください。 

 

【自助】自分の命は自分で守る 

○各家庭で防災について考えましょう 

①防災マップ（ハザードマップ）で自宅を確認しましょう 

   自分の住んでいる場所が、どの様な災害（洪水・土砂災害・津波）

の可能性があるのかを理解しておきましょう。また、災害が発生した

時に身の安全を確保できる場所や、安全な避難ルートを確認しておき

ましょう。 

   ※防災マップは、役場環境防災課で配付しています。また、町ホームページでも確認できます。 

②気象情報や地震速報等の災害関連情報を確認しましょう 

   前線が停滞している時や台風が接近してくる時、大地震や津波発生等の緊急時に、テレビやラジオの情

報に注意しましょう。また、パソコンやスマートフォンでも最新の情報が確認できます。 

③災害から命を守る行動を確認しましょう 

   避難情報は、５段階の「警戒レベル」で発表されます。「警戒レベル３高齢者等避難」、「警戒レベル４避

難指示」で、危険な場所から確実に避難しましょう。 

   ※命の危険を感じたら迷わず避難しましょう。 

④防災備蓄品を確認しましょう 

   大規模災害が発生すると、水道、電気、電話などのライフラインが停止する可能性があります。復旧ま

での間、最低３日分程度は自宅に水や食料等を備蓄しておきましょう。災害の状況によっては、急いで自

宅を出なければならないこともありますので、非常持出品は前もってリュックに詰めるなどの準備をして

おきましょう。 

 

【共助】助け合いで自分たちの地域を守る 

○自主防災組織を設立しませんか 

災害時は、隣人や友人同士で助け合うことが重要です。 

実際の災害では、救助隊によって助けられた人の割合よりも、隣人や友人によって助けられた人の割合の

方が数倍も多いというデータが出ています。 

自主防災組織の活動は、災害に備え防災知識を普及することや、災害発生

時には、避難誘導（声かけ）、建物に取り残された人の救出及び救護、消火活

動、役場などへの情報伝達があります。特に災害時には、高齢者・障害者・

乳幼児など要支援者の配慮が必要ですが、身近なご近所同士だからこそ、配

慮が必要だと気づけることもあります。 

いざというときに備え、地域を守る自主防災組織の設立と活動を考えまし

ょう。 

○防災士、自主防災組織を支援します 

町では、地域防災のリーダーとして活躍する防災士の資格取得費用や、自主防災組織を設立し防災用格納

庫及び資機材の整備を行う費用に対する補助を実施しています。 
お問合せ先 

 環境防災課 防災班 

電話 ８４－１２１６ 
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